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問1 飛鳥時代から奈良時代にかけて整備された律令国家の税制のうち、収穫高そのものではなく「口分田の面積」を基準として課
され、収穫した稲を地方の倉庫に貯蔵することが義務付けられていた税はどれですか。 （2019年　静岡公立入試　類似）

1.  班田収授法によって与えられた
土地に課される租

2.  都での労役の代わりに布を納め
る庸

3.  絹や糸、または地方の特産物を
納める調

4.  地方の国司のもとで年間60日
を限度に働く雑徭

問2 奈良時代、律令国家の体制が整う中で、中央政府が地方の実績や資源を把握するために各国に命じて作成させた、地域の自
然、産物、伝説などを記録した報告書を何といいますか。 （2017年　岐阜公立入試　類似）

1.  風土記 2.  日本書紀 3.  万葉集 4.  古事記

問3 律令制における税の仕組みについて、都での労役の代わりとして布を納める「庸」の説明として、最も適切なものはどれです
か。 （2016年　鹿児島県公立入試　類似）

1.  口分田の面積に応じて、収穫し
た稲の約3％を地方の倉庫へ納め
る負担。

2.  都での労役の代わりに布を納
め、主に都での役人の食糧や経費
に充てられた負担。

3.  各地の絹や布、糸、海産物など
の特産物を都まで運んで納める負
担。

4.  国司の命令により、地方での土
木工事などのために年間60日以内
働く負担。

問4 日本の元号である「令和」の出典となった『万葉集』について、元号の由来に関する歴史的な意義を説明したものとして、最
も適切なものはどれか。 （2020年　岡山公立入試　類似）

1.  日本の古典を典拠として、初め
て日本の元号が選ばれた事例であ
る。

2.  中国の歴史書を典拠とする、こ
れまでの伝統的な慣習を重んじた
ものである。

3.  平安時代の貴族が執筆した随筆
を、初めて元号の出典に採用した
ものである。

4.  武士が政治の中心となった鎌倉
時代の文学を、初めて典拠とした
ものである。

問5 7世紀から9世紀にかけて日本が唐へ派遣した使節について、その主な目的を説明したものとして最も適切なものはどれか。
（2016年　山口公立入試　類似）

1.  律令国家としての体制を整える
ため、当時の先進国であった唐の
政治制度や優れた文化を導入する
こと。

2.  唐の強力な軍事力を背景にし
て、蝦夷と呼ばれた東北地方の
人々を武力で平定し、領土を拡大
すること。

3.  朝鮮半島での利権をめぐる争い
を有利に進めるため、唐と軍事同
盟を結んで新羅を攻撃すること。

4.  国内の飢饉や疫病による混乱を
鎮めるため、唐から大量の食料援
助や医師の派遣を受けること。

問6 平城京跡からは、当時の税の仕組みを知る手がかりとなる「木簡」が多数出土しています。例えば、紀伊国（現在の和歌山
県）から塩が納められたことを示す記述が見つかっていますが、このような地方の特産品を納める税制度について、その特徴
を説明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2026年　滋賀公立入試　類似）

1.  収穫した稲の約3％を、各国に
設置された倉庫に納める義務

2.  各地の特産品を、納税者自らが
都まで運んで納める義務

3.  都で年間10日間働く代わり
に、布を納める義務

4.  九州北部の防衛のために、3年
間兵士として派遣される義務

問7 奈良時代の土地・税制度の変化について述べた次の文の空欄にあてはまる用語の組み合わせとして正しいものはどれですか。
「人口の増加などにより（　①　）が不足したため、政府は743年に（　②　）を出し、自ら新しく開墾した土地の永代にわ
たる私有を認めた。」 （2021年　佐賀公立入試　類似）

1.  ①口分田　②墾田永年私財法 2.  ①口分田　②三世一身の法 3.  ①検地　②墾田永年私財法 4.  ①荘園　②大宝律令

問8 奈良時代に編纂された書物のうち、中央政府の正史としてまとめられた『日本書紀』や『古事記』と比較した際の、『風土
記』の特徴として適切な説明はどれですか。 （2023年　静岡公立入試　類似）

1.  地方の国ごとに、土地の産物や
地名の由来、古くから伝わる伝承
などが記録された。

2.  天皇の系譜や国家の成り立ち
を、神話や伝説を交えて年代順に
体系化した。

3.  律令制度に基づく税の徴収を目
的として、各地の戸籍や土地の面
積を詳細に記した。

4.  万葉仮名を用いて、天皇から防
人、農民まで幅広い階層の人々が
詠んだ歌をまとめた。


